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上
流
域
に
あ
た
る
群
馬
県
で
は
14
日
か
ら
15

日
の
２
日
間
で
、
沼
田
５
５
４
㎜
、
前
橋

３
９
１
㎜
、
藤
岡
４
２
６
㎜
な
ど
の
豪
雨
と
な

り
、
そ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
赤
城
山
を
中

心
に
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
が
多
発
し
た
。

赤
城
山
（
標
高
１
８
２
８
m
）

は
火
山
噴
火
物
が
積
み
重
な
っ
て

形
成
さ
れ
、侵
食
を
受
け
や
す
く
、

崩
壊
し
易
い
地
質
構
造
に
あ
る
。

赤
城
山
頂
の
大
沼
か
ら
発
し
、
西

側
斜
面
を
下
る
沼
尾
川
で
は
、
15

日
午
後
、
降
雨
が
い
っ
そ
う
強
く

な
り
、
15
時
頃
山
鳴
り
と
と
も
に

斜
面
が
崩
れ
、
30
分
後
に
は
高
さ

約
10
ｍ
ほ
ど
の
土
石
流
が
敷
島
村

（
現
・
渋
川
市
）
深
山
地
区
を
襲
っ

た
。
被
災
前
は
小
規
模
な
渓
流
河

川
で
あ
っ
た
も
の
が
、
土
石
流
通

過
後
に
深
さ
６
～
10
ｍ
の
切
り
立
っ
た
Ｕ
字
型

の
谷
に
変
貌
し
て
お
り
、
そ
の
侵
食
力
の
凄
ま

じ
さ
を
物
語
っ
て
い
る
（
図
２
）。

一
方
、
そ
の
下
流
で
は
宅
地
や
農
地
に
大
量

の
巨
石
と
流
木
等
が
２
～
５
ｍ
の
高
さ
で
堆
積

し
、
利
根
川
本
川
ま
で
到
達
し
た
土
石
流
は
一

時
流
れ
を
堰
き
止
め
て
、
浸
水
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
土
石
流
の
侵
食
に
よ
っ
て
、
沿
川

の
家
屋
は
一
瞬
の
う
ち
に
流
失
す
る
が
、
削
り

取
っ
た
土
石
も
土
石
流
本
体
に
取
り
込
ま
れ
て
、

そ
の
規
模
を
大
き
く
し
破
壊
力
を
増
す
。
沼
尾

川
で
の
土
石
流
は
侵
食
・
堆
積
過
程
が
沿
川
集

落
の
中
で
発
生
し
た
こ
と
で
甚
大
な
被
害
と
な

り
、
敷
島
村
全
体
で
死
者
行
方
不
明
83
名
、
重

傷
者
14
名
、
流
失
家
屋
１
６
７
戸
の
大
惨
事
と

な
っ
た
。

赤
城
山
南
麓
の
荒
砥
川
で
も
土
石
流
が
沿
川

の
大
胡
町
（
現
・
前
橋
市
）
を
14
時
半
頃
に
襲
い
、

犠
牲
者
72
名
を
出
す
惨
状
と
な
り
、
同
じ
く
南

麓
の
富
士
見
村
（
現
・
前
橋
市
）
で
は
16
時
頃

赤
城
白
川
で
土
石
流
被
害
が
生
じ
て
い
る
。

敷
島
村
で
の
被
災
体
験
者
に
よ
る
証
言
で
は
、

土
石
流
が
侵
食
し
た
谷
間
の
底
か
ら
２
、３
百
年

程
度
は
経
過
し
た
と
思
わ
れ
る
木
材
と
そ
の
下

に
軽
石
層
（
噴
火
物
）
が
発
見
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
、
過
去
の
洪
水
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
樹
木

や
土
石
が
堆
積
し
、
谷
間
を
埋
め
た
渓
流
河
川

が
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
再
び
侵
食
さ
れ
、
被
害

を
拡
大
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

土
石
流
災
害
は
そ
の
土
地
の
地
形
、
地
質
の

特
性
と
と
も
に
渓
流
の
不
安
定
な
堆
積
物
の
存

在
が
素
因
で
あ
り
、
豪
雨
が
誘
因
と
な
っ
て
発

生
す
る
。
土
石
流
扇
状
地
は
平
場
を
作
っ
て
山

村
の
集
落
と
な
る
が
、
そ
こ
は
潜
在
的
な
災
害

地
形
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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図１　カスリーン台風での県別死者数
（出典：「写真と新聞で見るカスリーン台風」、上毛新聞社）

図２　土石流により浸食され、谷間と化した状況 
（敷島村（現・渋川市）深山地区）
（出典：「写真と新聞で見るカスリーン台風」、上毛新聞社）

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
９
月
、
秋
雨
前
線
が
本
州
付
近
を
停
滞
す
る
中
、 

15
日
夜
半
に
房
総
半
島
南
部
を
通
過
し
た
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
東
日
本
に 

大
雨
を
降
ら
せ
、
関
東
で
は
洪
水
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
死
者
数
１
１
０
０
名
、 

家
屋
の
浸
水
30
万
３
千
１
６
０
戸
、
家
屋
の
倒
半
壊
３
万
１
千
３
８
１
戸
の 

甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。

そ
の
被
害
の
多
く
は
、
わ
が
国
最
大
の
流
域
面
積
を
も
つ
利
根
川
流
域
に 

お
い
て
発
生
し
、
15
日
午
後
か
ら
の
上
流
域
で
の
洪
水
土
砂
災
害
、 

16
日
午
前
０
時
20
分
の
北
埼
玉
郡
東
村
（
現
・
加
須
市
）
で
の 

利
根
川
堤
防
決
壊
、
そ
し
て
約
５
日
間
に
わ
た
る
首
都
圏
氾
濫
と
、 

広
域
で
様
々
な
被
災
過
程
が
生
じ
た
。

そ
の

1
利
根
川
上
流
域
で
の
土
砂
災
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赤
城
山
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土
石
流
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